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第１  国際理解の増進 
 

１ 情報収集提供機能の拡充 

(1)  インターネットによる情報収集提供機能の充実 

インターネットによる情報の収集・提供（平成１０年度開始） 

インターネットによる情報収集・提供やホームページの定期的更新を行った。 

年 度             内 容                                   

平成18年度 

日本語・英語のホームページの各種情報の随時更新や情報公開資料の掲載な

ど，内容の拡充を図るとともに，Ｅメールを活用した情報提供を行った。さら

に，中国語，韓国語によるホームページ立ち上げに向け掲載内容の選定・翻訳作

業を行った。 

19年度 

日本語・英語に加え，中国語・韓国語のホームページを開設し，各種情報の随

時更新を行うとともに，事業報告書等の情報公開資料の掲載など，内容の拡充を

図った。 

また，メーリングリストの開設など，Ｅメールを活用した情報提供を行った。 

20年度 

日本語・英語・中国語・韓国語のホームページの各種情報の随時更新を行うと

ともに，事業報告書等の情報公開資料の掲載を行った。 

また，メーリングリストなど，Ｅメールを活用した情報提供を行った。 

 

(2)  国際交流プラザのサービス機能の充実 

ア ライブラリーの整備 

(ｱ) 図書類の整備・利用促進（平成２年度開始） 

      海外渡航や生活情報，留学情報，アジア・太平洋諸国の最新事情及び交流の基礎となる鹿児島の

理解に役立つ図書類の収集・充実を図った。 

      また，海外新聞や海外雑誌等を定期的に購入し，閲覧に供した。 

    【図書類】 

平成18年度末 平成19年度末 平成20年度末 

２，３１１冊 ２，４１７冊 ２，４５３冊 

      図書の分野：辞書・辞典，語学，外国事情，留学関係，国際理解，日本文化，日本理解等 

     

【定期購読新聞・雑誌】 

年 度 内               容 

平成20年度 

外国新聞 〔5紙〕人民日報，Sunday Times，東亜日報， 

The Japan Times，The Washington Post 

外国語雑誌〔6誌〕週刊韓国，人民中国，読者，TIME，English Zone（途

中休刊），中国語ジャーナル 

その他  〔2誌〕月刊日本語，月刊スッカラ 

 

(ｲ) ビデオテープの閲覧・変換サービス 

     ａ  ビデオテープの閲覧（平成２年度開始） 

       ビデオテープの閲覧のサービスを実施した。     

     【ビデオの分野】海外情報，日本紹介，鹿児島県紹介，国際交流，国際協力等 

 

      ｂ  ホームビデオの変換サービス（平成６年度開始） 

       世界各国のビデオに対応するよう録画方式を変換するサービスを図った。 
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平成18年度 平成19年度 平成20年度  

３件 ０件 ０件 

 

(ｳ)  外国テレビ放映サービスの実施（ＢＳ放送：平成２年度，ＣＳ放送：平成１５年度開始） 

      外国テレビ放送（英語・韓国語・中国語放送）の放映サービスを行った。 

 

  イ 情報提供サービスの推進 

    県民向け並びに在住外国人向け情報提供サービスの充実に努め，国際理解の増進を図った。 

 

  

２ 広報出版活動の充実 

(1)  情報誌の発行 

    県民向け又は在住外国人向けの情報誌を発行した。 

誌  名           暖  流 South Wing 国際交流ひろば 
 

言  語           日 本 語               英 語              日 本 語 

発 行 開 始 年 度           平成 5年度 平成元年度 平成12年度 

平成18年度 ２ 回 各 2,000部 ２ 回  各   800部 1２ 回  各 800部 

  19年度 ２ 回 各 2,000部 ２ 回  各   800部 1２ 回  各 800部 

  20年度 １ 回  2,000部 １ 回      800部 1２ 回  各 800部 

平成20年度の

主な記事           

第１４回外国人による日本語スピー
チコンテスト，かごしま国際交流フ
ェスティバル，香港城市大学日本語
研修，在住外国人のための日本語・
日本理解講座，多文化共生ボランテ
ィア育成講座，留学生と協力隊OBが
先生～見える・学べる・世界の国々
～事業，鹿児島県青尐年国際協力体
験事業，２１世紀東アジア青尐年大
交流計画，JICA情報，国際交流プラ
ザの案内 

かごしま国際交流フェスティバ
ル，第１４回外国人による日本語
スピーチコンテスト，在住外国人
のための日本語・日本理解講座，
留学生と協力隊OBが先生事業～見
える・学べる・世界の国々～事
業，カナダ紹介，日本流行語２０
０８，多文化共生ボランティア，C
IR挨拶，国際交流プラザの案内 

県内国際交流・国際協力のイベン
ト情報等 
 

配 布 先           

県民向け 

 市町村，民間交流団体等， 

 地域国際化協会，県内学校 

在住外国人向け 

市町村外国人登録窓口， 

県内大学，民間交流団体等 

県民向け 

県内学校，県庁，公共施設等 
 

 

(2)  刊行物の発行等 

   ア  刊行物の発行 

    国際交流・協力に関する刊行物を発行し，地域の国際化に資した。 

平成18年度 

・平成17年度事業の記録 

・平成17年度事業報告書（アジア・太平洋農村研修センター）「あゆみ」 

・鹿児島県の国際交流・協力団体ダイレクトリー 

・留学生のための生活ガイドブック 

     19年度 
・平成18年度事業の記録（ホームページにて発行） 

・留学生のための生活ガイドブック 

     20年度 
・平成19年度事業の記録（ホームページにて発行） 

・留学生のための生活ガイドブック 

イ 国際交流プラザ活用の促進 
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国際交流プラザを在住外国人の方に周知するため，日本語によるリーフレットのほか，外国    

語（英語）のリーフレットを配布した。 

 

(3)  生活ガイドブックの販売（平成１４年度開始） 

在住外国人の生活を支援するため，外国語（英語・韓国語・中国語）の鹿児島生活ガイドブ 

ックの販売を行った。 

【主な内容】法律上の手続き，医療・福祉，交通機関，緊急，災害等インフォメーション 

 

３ 国際理解の推進 

(1)  外国語・文化講座等の開催 

ア 県国際交流員等による文化講座等の開催（平成１５年度開始） 

       県国際交流員や在住外国人による外国の文化紹介や異文化体験等を通して，県民の国際理解を 

促進するとともに，多文化共生の地域づくりへの関心を高めた。また，県内各地へ出向き，多く

の県民が異文化体験できる機会の提供に努めた。  

年 度 実施 
回数 

参加者 
総数 内  容 講  師 会 場  

 
平成18年度 

 
8回 

 
181名 

 
各国料理講座，語学講座，中
国の書道，韓国の伝統的遊
び，国紹介他 

 
県国際交流員 
（ ア イ ル ラ ン
ド，シンガポー
ル， 
カナダ，韓国， 
中国） かごしま県民交流

センター・国際交
流プラザ他 

  
3回 

 
68名 

 
ベトナム文化紹介講座，タン
ザニア文化紹介講座，新疆
ウイグル自治区文化紹介講
座 
 

 
鹿児島大学留学
生（ベトナム，
タ ン ザ ニ ア 出
身）， 
鹿児島国際大学
非常勤講師 

 
19年度 

 
8回 

 
158名 

 
カナダのおやつ「クレープ」
を作ろう，ペラナカンの暮ら
し，中国の家庭料理を味わ
う，親子で韓国のおやつ
を作ろう，韓国文化を学
ぶ自分づくり講座，映像
で中国の観光地をめぐろ
う，ケベックのフランス
語，姶良町国際交流料理
教室 
 

 
県国際交流員 
（シンガポール， 
カナダ，韓国， 
中国） 

 

 

 
2回 

 
53名 

 
タピオカのおやつを作ろう， 
インドネシア文化紹介講座 

 
鹿児島大学留学
生 
（ミャンマー出
身，インドネシ
ア出身） 

 
20年度 

 
5回 

 
250名 

 
幸運を呼ぶアートKolam体験
講座，韓国の家庭料理講座，
中国文化の話を聞こう，カナ
ダ料理教室（加治木町），２
００８ふるさと秋祭り（国際
交流コーナー，姶良町） 

 
県国際交流員 
（シンガポー
ル，カナダ，韓
国，中国） 

 

イ ランチタイム・イングリッシュ・クラブ（平成４年度開始） 

英語による外国文化の紹介や自由な意見交換を行うため，県国際交流員による「ランチタイ 

ム・イングリッシュ・クラブ」を開催した。 
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年 度 開催曜日 開催時間 講 師           （鹿児島県国際交流員） 会 場 

平成18年度 金曜日 12:00～13:00 
 フィリップ・クイン（アイルランド） 
ダニエル・マッキ（カナダ） 
ツア・シンジュアン（シンガポール） 

 
 
 
 
国際交流プラザ 

  19年度 金曜日 12:00～13:00 
 ダニエル・マッキ（カナダ） 
ツア・シンジュアン（シンガポール） 

 

  20年度 金曜日 12:00～13:00 
 ダニエル・マッキ（カナダ） 
ツア・シンジュアン（シンガポール） 

 

 

ウ 中国・韓国文化理解・会話テキストＣＤの頒布（平成１９年度開始） 

県民の外国人接遇能力向上や在住外国人との交流を図り，本県の国際化を進めることを目的に， 

鹿児島県が制作した，中国・韓国文化理解・会話テキストＣＤを頒布し，県民と外国人との交流

及び県民の国際理解の促進を図った。 

 

(2)  国際理解プログラム事業の実施 

   ア 「留学生と協力隊ＯＢが先生～見える・学べる・世界の国々～」事業の実施 

（平成７年度開始） 

青年海外協力隊や国際協力，発展途上国等に対する理解を深めるため，留学生や青年 

海外協力隊のＯＢ・ＯＧ等を小・中学校に派遣する事業を，鹿児島県青年海外協力隊を 

支援する会及び青年海外協力隊鹿児島県ＯＢ会とで組織する実行委員会で実施した。 

年       度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 
 

派 遣 学 校      ４２校      ４６校      ４５校 

参 加 者 数               ２，６８９名 ２，７７４名    ２，２０５名 

講 

師 

留学生      １６名      ２１名      ２７名 

協力隊ＯＢ・ＯＧ      ４２名      ４６名      ４５名 

     ＊後援：鹿児島県，鹿児島大学，鹿児島県教育委員会，ＪＩＣＡ九州国際センター 

 

 (3)  国際理解教材の整備・貸出し 

    国際理解，国際交流，国際協力等に資する地域の国際化を目的とした事業等の実施者に

対して，民族衣装や国旗，地図等の貸出しを行うとともに，その整備・充実を図った。 

年 度 国 旗 地 図 民族衣装 

平成18年度 ２６回 １回 １６回 

    19年度 ２２回 １回 ２０回 

    20年度 ２６回 ２回   １９回 
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第２   国際交流活動の展開 
 

１ 海外との相互交流の推進 

(1)  海外派遣交流の推進 

  ア  青尐年国際協力体験事業の実施（平成２年度開始） 

     鹿児島県青年海外協力隊を支援する会及び青年海外協力隊鹿児島県ＯＢ会と連携し，県内

の中・高校生等にアジアにおける国際協力の現場を体験させる事業を，市町村や企業・団体

の協力を得ながら実施した。 

年 度 対象地域 団員数 主な派遣先 派遣期間 同行者数 

平成18年度 
(第15回) 

鹿児島市，枕崎市， 
霧島市，知覧町， 
実行委員会枠         

 １２名  
マレーシア 

ボルネオ島サバ州 

シニシアン村 

７月22日(土)～29日(土) 
(８日間) ６名 

   19年度 
(第16回) 

鹿児島市，枕崎市， 
霧島市，いちき串木
野市，南さつま市，
知覧町，実行委員会
枠 

 １７名 

ベトナム 

社会主義共和国 

バクニン省 

ディンバン村 

７月22日(日)～29日(日) 
 (８日間)  ６名 

   20年度 
(第17回) 

鹿児島市，鹿屋市，
枕崎市，霧島市，南
さつま市，南九州
市，実行委員会枠 

 １４名 

ラオス人民民主

共和国 

ビエンチャン市 

ポンミー村 

７月20日(日)～27日(日) 
 (８日間)  ６名 

 

イ 日韓交流おまつり２００８ in Seoulの実施（平成２０年度のみ） 

  国が企画した「日韓交流おまつり２００８ in Seoul」の一環として，県内の高校生を韓国

に派遣し，お互いの伝統芸能の紹介や交流を通して相互理解を深めた。 

年 度 派遣高校名 派遣数 期  間 

平成20年度 神村学園高等部 １５名 

（内同行者３名） 

平成20年９月26日(金)～10月1日(水) 

 

ウ 海外留学の支援 

   (ｱ) 留学関係情報の提供（平成２年度開始） 

     世界主要国の留学制度，海外生活，海外事情等に関する書籍を整備し，情報を提供する

とともに，相談に応じたり専門機関の紹介を行ったりした。 

年 度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 

相談件数 ５８件 １５件 １２件 

 

   (ｲ) ワーキング・ホリデー促進への協力（平成１１年度開始） 

     ワーキング・ホリデーに関する書籍の整備や掲示板で最新情報の掲示を行った。 

   また，ワーキング・ホリデーを希望する本人や家族からの旅行先，手続き・方法等について，相

談に応じた。 

年 度 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 

相談件数 ４３件 ３４件  ８件 

 

(2)  広域的受入事業 

  ア  大学生の受入（平成２０年度開始） 

    本県との交流のある香港の日本語学習を希望する大学生に対し，日本語及び日本文化学習
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の機会を提供し，本県と友好国・地域との交流を行った。 

年 度 受入大学等名 受入数 研 修 期 間               研修内容 

平成20年度 香港城市大学 １２名 
７月１５日（火） 
 ～８月５日（火） 

 

日本語研修 
ホームステイ 
各所視察 
日本文化体験（着付け・日本料理等） 

 

  イ 高校生の受入（２１世紀東アジア青尐年大交流計画）（平成２０年度開始） 

国が企画した「２１世紀東アジア青尐年大交流計画」の一環として，香港・マカオの高校生及びベ

トナムの中高生を受け入れ，高校訪問やホームステイを通じて友好関係の醸成を促進した。 

年 度 受入国・地域 受入数 研 修 期 間               

平成20年度 

香港・マカオ ４３名 平成20年７月18日(金)～７月19日(土) 

ベトナム   １８名  平成20年12月４日(木)～12月10日(水)  

 

ウ 日韓交流おまつり２００８ in Seoulの実施（平成２０年度のみ） 

  国が企画した「日韓交流おまつり２００８ in Seoul」の一環として，韓国の高校生を本県

に招へいし，お互いの伝統芸能の紹介や交流を通して相互理解を深めた。 

年 度 招へい高校名 受入人数 期間 

平成20年度 
全羅北道全州市湖南

第一高等学校 

１０名 平成21年２月22日(日)～２月27日(金) 

 

エ 国際観光船寄港時の協力（平成２年度開始） 

    国際観光船の寄港時等に，主催者や関係機関と連携し，語学ボランティアを紹介するなど必要な協力

を行った。 

年 度 日 時 観光船名 内 容 参加者数 

平成18年度 －    

平成19年度 

平成19年 

7/ 7(土),  7/12(木), 

7/16(月),  7/22(日), 

7/27(金),  8/31(金), 

9/15(土),  9/24(月), 

10/4(木) 

 

コスタアレグラ号 通訳（中国語） 
延べ 

１１名 

平成20年度 － 
 

  

 

２ 在住外国人との交流促進 

(1)  国際交流活動の促進 

   市町村・団体等への支援（平成２年度開始） 

   市町村・企業・団体等が在住外国人との交流活動を行う場合，その企画立案等の相談 

  に応じるとともに，後援の形で必要な協力を行った。  

年 度 共催件数 後援件数 

平成18年度 ３件 １６件 

19年度 ０件 １０件 

20年度 ０件 １０件 
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(2) 「かごしま国際交流フェスティバル」事業の開催（平成２０年度開始） 

昨年度まで実施していた「国際子供フェスティバル」の拡充等を図り，体験型のプログラム

を通して，世界の国々や異文化の存在を肌で感じ，国際交流・国際理解への第一歩となること

を目的としたフェスティバルを実施した。 

   実施に当たっては，ＮＧＯとの連携及び在住外国人との共生の促進を図るため，ＮＧＯや県

内在住外国人にブースの出店などの協力をもらい，県民との相互理解・交流を深めた。 

開催期日 内  容 参加者 開催場所 

平成20年11月30日(日) 

 

・民族衣装体験 

・ブラジル紹介，ぬりえ 

・フェアトレードの紹介・販売 

・ヘナペイント 

・世界の遊び，外国の歌・踊り 

・ビーズで国旗作り，フェイスペイント 

・民族楽器体験，民族楽器の演奏 

・外国の踊りや演奏 

・みんなで大きな絵をかこう 

・クイズラリー 

・世界の食ひろば 

 （ナイジェリア，ブラジル，中国，トル

コ，インドネシア，シンガポール，韓

国の料理やおやつ，インドやパキスタ

ンのカレー） 

               など 

４，６５６名 か ご し ま

県 民 交 流

セ ン タ ー

各会場 

 

３ 国際交流組織の連携・支援の強化 

(1)  民間団体の国際交流・協力活動への助成（平成２年度開始） 

   県内の民間団体が行う海外との文化・スポーツ・学術等の国際交流活動，県民の国際理解の推進を目的

とする活動，地域レベルの国際交流・協力の推進を目的とする活動等に対し助成金を交付した。 

団 体 名            活動目的・内容 
助成額 
(千円) 

特定非営利活動
法人全国語学教
育学会  

 
（目的） 
・教師や英語に興味関心のある保護者の幼児，小学生，中学生への英語指導方
法を具体的に学ぶと共に，国際化が進む社会で活躍する人材の育成基盤を作
る。 

・英語指導者間で様々な情報交換ができ，今後の鹿児島の英語教育の促進に向
けて，連携を深める。 

・全国各地で活躍する児童英語専門家の指導を鹿児島にいながらにして受ける
ことができ，英語教育の広い視野を得る。 

 
（内容） 
 県内外から児童英語教育の専門家を招き，鹿児島県の英語教育関係者への情
報提供を図った。 
 
 期日：平成２０年６月２２日（日） 
 場所：鹿児島大学総合教育研究棟 
 参加者：１０１名 

小学校教諭，中学校教諭，大学教授・准教授・講師， 
     英語指導助手（ＡＥＴ）/語学学校講師，英語教職課 

程学生 
  

145千円 
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特定非営利活動

法人ＹＯＵ国際

教育プログラム 

 

（目的） 

 ３大テーマは「国際理解」「国際交流」「英語」である。 

 「国際理解」について 

  世界について学ぶ方法はいくつもあるが，「生徒自身が調べる」という非常に有効な

方法をとっている教育の場はあまり見当たらない。一方的に教えられたり，暗記をしい

られるのと違い，知識や経験としてこどもの心に残るばかりではなく，国際社会への興

味を広げるこの学習方法を実践する。 

 「国際交流」について 

  外国人と心の通う中身の濃いふれあいを体験させ，子ども達の世界に対する親愛感を

育てる。 

 「英語」について 

  海外ホームステイや留学をしなくても，英語を１日中使う環境を設けることで，英語

教室や中学校で学んだ英語をアカデミックに，また日常会話として使う機会を与える。 

（内容） 

 平成２０年６月～８月 

 ・参加者募集のチラシ作成 

 ・教材作成 

 ・外国人リーダー募集 

 ・参加者募集活動 

 平成２０年８月２７日（水）～３０日（土） 

 イベント開催 

  鹿児島市，姶良町，垂水市，鹿屋市から中学生２３人の参加があり，計画通り３泊４

日の英語研修合宿を行った。 

  ５グループに分かれ，外国人リーダーを中心に様々な国の情報を書籍やインターネッ

トを使って調べ，手書きのポスターや写真，劇や踊りも交えて最終日に英語で発表し

た。ＡＬＴや鹿児島大学留学生がグループリーダーとなり，熱心にまた親しみをもって

参加者の生徒達の指導にあたった。食事時間や自由時間も外国人リーダーと共に過ご

し，生徒達は交流を深め，英語を話し聞く機会を得た。夜はゲームや歌，ダンスなどの

アクティビティーを行い盛り上がった。 

  最終日には別れを惜しんで涙を流す生徒もいた。参加者と保護者対象に行ったアンケ

ート調査では「楽しかった」「また参加させたい」など大変高い評価を受けた。 
 

140千円 

国際交流企画

会フィエスタ 

クラブ 

 
（目的） 

 国際結構をしている主婦で構成される当団体は，いわゆる「ハーフ」の子どもたちを育

てる中で，意識の違いや差別に悩む我が子の姿に直面し，真の国際理解の必要性を痛感す

る。そこで，草の根レベルの国際交流の場を提供し，相互理解を深め，また，個々の人間

成長，文化，趣味，生きがいを求める学びの場も提供したいと考える。 

（内容） 

●英語de親子イベント・イースター 

期日：平成２０年４月１３日（日） 

参加者：５９名 

  幼稚園児から小学生と保護者を対象に，外国人講師によるゲームやイースターエッグ

作り，エッグハント等のアクティビティ，親御さん対象のトーク「楽しい国際交流」，

おうちde英語レッスン等を通しお互いの理解を深めた。 

 ●サマースクールinいむた池（小学生対象） 

  期日：平成２０年８月２５日（月）～２６日（火） 

  参加者：２４名 

  １泊２日にわたるキャンプで，英語ゲームやミニ英会話クラス，遊び等を，外国人や

「ハーフ」の子どもたちと楽しむ中で外国人をより身近に感じてもらい，また，英語や

外国語文化に親しんだ。 

 ●クイズナイト（大人対象） 

  期日：平成２０年１０月２５日（土） 

  参加者：７４名 

  参加者をグループ分けし，グループごとに外国人出題者が英語で出すいろいろなジャ

ンルのクイズに挑戦してもらい，それぞれ多国籍の人々で構成されたグループで，文字

どおり額をつきあわせてクイズを解いてもらうなかで多国籍の中の一人であることを体

験してもらい，イギリスの文化であるクイズナイトを楽しんだ。 
 

170千円 
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鹿児島県子ど

も劇場協議会 

 
（目的） 

 平和がテーマの『時計が止まったある日』の作品を招聘することで，鹿児島の子どもた

ちが平和とは何かを考え，韓国の劇団と交流やワークショップをしながら，韓国の文化に

触れることで，隣国である韓国の文化や歴史の違いを学び，国際交流の一歩となり，文化

により子どもたちが広くアジアに目を向けていくことを目的とします。この取り組みは，

子ども劇場創立３５周年を記念して中学生・高校生が中心となり，実行委員会をつくり，

自分たちの中学校を中心としてできるだけ多くの生の文化芸術に触れたことのない子ども

たちへ向けての公演の準備を行い，地域で人と人とがつながりあい，学校を超えて，年齢

を超えて子どもたちの友情と自主性，創造性を育む取り組みを行う。 

（内容） 

 ●劇団サダリ『時計が止まったある日』招聘公演及び参加者全員とのワークショップ 

 期日：平成２０年１０月１１日（土）～１１月１４日（金） 

 場所：県内２５カ所 

    （鹿児島市内１３カ所，大口市，薩摩川内市（川内），霧島市（隼人），南さつま

市（加世田），指宿市，中種子島町，鹿屋市，加治木町，奄美市，喜界町，徳之

島町，与論町） 

●歓迎交流会 

期日：平成２０年１０月１３日（祝） 

場所：武中学校体育館 

参加者：１９３名 

●子どもたちと俳優とのワークショップ交流会 

期日：平成２０年１０月２５日（土） 

場所：ｅテラス１０階ホール 

参加者：４５名 

●お別れまとめ会 

 取り組みの成果とまとめの報告，県内から２１カ所の子ども実行委員とおとな責任者

によるまとめの会 

期日：平成２０年１１月１５日（土） 

場所：ボランティアセンター（鹿児島市民福祉プラザ） 

参加者：約２００名 
 

450千円 

ＤＡＮＫＡ 

ＤＡＮＫＡ 

 

（目的） 

 海外協力ＮＧＯとして国際協力活動を行ってきた当会の経験資源を活かし，鹿児島市に

おける多文化共生社会を促進するための当会の能力・専門性を育成することが目的であ

る。良質で肯定的な「違いに触れる場」を外国人と共に企画し，３つのプログラム（１．

多様な価値・世界観・様々な現実，２．アフリカ理解，３．外国人子育て支援）を提供す

ることによって多文化共生社会実現の手法の実験的試みを行うことを目的とする。 

（内容） 

平成２０年１０月１日（水）～平成２１年３月３１日（火） 

１多様な価値・多様な世界観・さまざまな現実に触れる 

 ・世界「女性の日」に乾杯！，・アラビックカフェ，・外国童話読み聞かせ，・チベット

上映会「ヒマラヤを越える子どもたち」，・グラミン銀行 

２アフリカ理解講座 

 ・モーリタニアバオバブと砂漠化の話，・北アフリカ紹介，・東アフリカ人とピクニッ

ク，・Ｃｈａｒｉｔｙ Ｃｏｏｋｉｎｇエジプト料理，・「母たちの村」自主上映講演

会，・ＡＦＲＩＣＡＮＮＩＧＨＴ（西アフリカ音楽「セネガル音楽」，アフリカの太鼓と

木の話，Ｃｈａｒｉｔｙ Ｃｏｏｋｉｎｇモーリタニア料理，アフリカンダンス），・ジ

ャンベワークショップ 

３外国人子育て支援 

 ・育児支援，・ＥＮＧＬＩＳＨかふぇ，・ビーズ教室，・ベビーシッターチケット 

348千円 

計５件 助成金交付額１，２５３千円 

 

(2)  市町村や市町国際交流協会・国際交流団体とのネットワークの推進（平成１１年度開始） 

  ア 共通の課題や問題を抱える市町村の職員を対象とした講演会及び意見交換会を開催
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し，問題解決のための方策の検討を行うとともに，ネットワークづくりを推進した。 

年 度 開 催 日 参加団体 備 考 

平成18年度 平成18年12月24日(日) ２５団体 
市町国際交流協会 
県内国際交流団体等 

19年度 平成19年12月16日(日) ２０団体 
市町国際交流協会 
県内国際交流団体等 

20年度 平成21年２月17日(火) ２０市町 市町村 

 

イ 国際交流団体間の情報交換及び連携を図るため，「鹿児島県国際交流・協力団体メー 

リングリスト」の活用を促進した。 

                  

(3)  全国組織等との連携 

  ア 全国組織等との連携 

    地域国際化協会連絡協議会をはじめ，財団法人自治体国際化協会など当協会と関係の深い

全国組織等との連携を密にし，事務･事業の円滑な推進を図った。 

年 度 内 容                 開 催 日 開催場所 

平成18年度  地域国際化協会連絡協議会総会 平成18年５月30日 東京都 

  19年度  地域国際化協会連絡協議会総会 平成19年５月14日 東京都 

  20年度  地域国際化協会連絡協議会総会 平成20年５月29日 東京都 

 

イ 九州地区の協会間の連携 

    九州・沖縄地区の地域国際化協会で組織する連絡協議会の総会及び実務者研究会に参加し，

相互の情報交換や連携の強化を図った。 

年 度 内 容                 開 催 日 開催場所 

平成18年度 
九州地区地域国際化協会連絡協議会 総会 平成18年７月27日～28日 北九州市 

 九州地区地域国際化協会連絡協議会 実務者研究会 平成19年２月８日 大分県 

    

   19年度 

九州地区地域国際化協会連絡協議会 総会 平成19年７月12日～13日 沖縄県 

九州地区地域国際化協会連絡協議会 実務者研究会 平成19年11月21日 鹿児島県 

    

   20年度 

九州地区地域国際化協会連絡協議会 総会 平成20年７月17日～18日 宮崎県 

九州地区地域国際化協会連絡協議会 実務者研究会 平成20年11月20日 熊本県 

  

４ 国際交流ボランティア制度の拡充 

ボランティア活動の拡充・促進（平成２年度開始） 

各種ボランティア登録者の拡大を図るとともに，登録者の充実した活動ができるよう支援した。 

また，協会の各種事業において，ボランティアの活動の機会を提供するとともに，広報等に努

めた。 

(1) 登録者の状況（年度末現在）         

年 度 
ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

語学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

平成18年度 ８１家庭 ７３名 

  19年度 ６９家庭 ６５名 

  20年度 ５７家庭 ５６名 
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(2) 活動の状況     

平成18年度 平成19年度 平成20年度 

１９件 １５件 １２件 

    

(3) 活動実績（平成２０年度） 

ア ホストファミリーボランティア 

名 称 期 日 家庭数 

財団法人鹿児島県国際交流協会 

香港城市大学日本語研修 

平成20年７月25日 

～７月31日（6泊7日） 
７家庭 

大和日英基金 

「大和スコラーシップ」奨学生の受け入

れ 

平成20年８月30日 

～９月27日（４週間） １家庭 

（個人） 

日本生活体験のためのホームステイ受け

入れ 

平成20年９月１日 

～９月28日（４週間） １家庭 

社団法人鹿児島青年会議所 

相互理解スクール参加者のホームステイ

受入れ 

平成20年８月27日 

～８月29日（2泊3日） １家庭 

鹿児島県国際交流課 

シンガポール日本語スピーチコンテスト

優勝者ホームステイ受け入れ 

平成20年12月５日 

～12月７日（2泊3日） ２家庭 

鹿児島市国際交流市民の会 

鹿児島市内の留学生ホームビジットの受

け入れ 

平成20年10月25日 

１家庭 

財団法人鹿児島県国際交流協会 

東アジア大交流計画 ベトナム中高生ホ

ームステイ受け入れ 

平成20年12月７日 

～12月８日（1泊2日） ９家庭 

   

イ 語学ボランティア 

名  称 期  日 活動人数 内    容 

日韓美術交流クラブ 

日韓美術交流展 図録に掲載するあいさ

つ文の翻訳 

平成20年７月13日 １名 翻訳 

（韓国語） 

（個人） 

スポーツ合宿現地視察 

平成20年10月９日 １名 通訳 

（韓国語） 

鹿児島市国際交流市民の会 

かごしまアジア青尐年芸術祭 歓迎レセ

プション 

平成20年10月17日 １名 通訳 

（韓国語） 

（個人） 

手紙の翻訳 

平成20年12月17日 １名 手紙の翻訳 

（英語） 

（個人） 

観光ガイド 

平成21年３月24日 

～３月25日 

２名 観光ガイド 

（英語） 
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第３   多文化共生の推進 
 

１ 在住外国人と日本人の相互理解の促進 

(1)  在住外国人のための日本語・日本理解講座の開催（平成１６年度開始） 

   県内に在住している外国人を対象に，日本語及び地域社会で生活する上で必要な生活情報等についての

研修を行い，生活の充実とコミュニケーションの円滑化を図った。 

クレアの助成事業として実施した。 

   年 度 講座回数 受講者数 会 場 

平成18年度 初心者 

 

    初 級 

30回 

(５月～12月毎週土曜日) 

 

延べ106名 

国際交流プラザ 

30回 

(５月～12月毎週火曜日) 

 

延べ155名 

19年度 初 級 

 

     

 

中 級 

15回 

(５月～９月毎週水曜日) 

 

10名 

15回 

(10月～１月毎週水曜日) 

 

17名 

15回 

(５月～９月毎週木曜日) 

 

18名 

15回 

(10月～１月毎週木曜日) 

 

22名 

  20年度 初 級 

 

      中 級 

30回 

(５月～２月毎週水曜日) 

 

23名 

30回 

( 5月～ 2月毎週木曜日) 

 

26名 

   

(2)  多文化共生ボランティア育成講座の開催（平成１９年度開始） 

   地域社会で生活する外国人のコミュニケーション面や生活面でサポートしうる人材の育成を目的に，

多文化共生ボランティア育成講座を開催した。 

クレアの助成事業として実施した。 

年 度 開 催 期 日 内 容 受講者数 

平成19年度 
    
    

第１回 平成19年10月29日（月） 
在住外国人サポートに関する基

礎知識 
２６名 

第２回 平成19年11月10日（土） 
在住外国人に関する生活上の課

題 
２４名 

第３回 平成19年11月17日（土） 学校教育における支援課題 ２０名 

 第４回 平成19年12月１日（土） 医療における支援の課題 ２０名 

 第５回 平成19年12月15日（土） 
保健・福祉における支援の
課題 ２１名 

 第６回 平成20年１月12日（土） 
災害時の対応・支援のあり
方 １９名 

 第７回 平成20年１月26日（土） やさしい日本語表現 ２１名 

 第８回 平成20年２月９日（土） 
外国籍住民を取り巻く状況
とまとめ １９名 
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20年度 
    
    

第１回 平成20年10月11日（土） オリエンテーション・意見交換 ２４名 

第２回 平成20年11月１日（土） 日本で暮らす外国人の現状 ２６名 

第３回 平成20年11月８日（土） 

(1) 鹿児島の学校教育におけ
る支援 

(2) 在住外国人の体験談発表 
２７名 

第４回 平成20年11月15日（土） 医療通訳の基礎知識・心構え ２３名 

第５回 平成20年12月６日（土） やさしい日本語表現 ２７名 

第６回 平成20年12月13日（土） まとめ・意見交換 ２１名 

 

(3)  多文化共生ボランティア育成講座受講生の活動支援（平成２０年度開始） 

   平成１９年度に上記講座を受講した受講生の活動を支援するため，情報提供など支援を行った。 

年 度 支 援 内 容 

平成20年度 ボランティアミーティング 

ボランティアへの助言や関係機関等との連絡調整 

相談時の職員同行 など 

 

(4)  生活相談等 

   関係機関・団体等と連携しながら，各種の生活相談を行った。 

【主な相談内容と件数】 

  ア 日本人相談内容 

年 度 留学 
外国 
情報 

外国語 交流 生活 その他 合 計 

平成18年度 ５８件 １０件 ３１件 １５件 １０件 ８６件 ２１０件 

  19年度 １５件 １９件 ３０件 １２件   ５件 １１４件 １９５件 

  20年度 １２件 ２０件 １７件 １１件   ４件 ４０件 １０４件 

 
イ 外国人相談内容 

年 度 就労 観光 ビザ 生活 医療 その他 合 計 

平成18年度  ９件  ３件  ２件 １５件 － ２５件  ５４件 

  19年度 １４件   ５件 １４件 １１件 ３件 ４４件   ８８件 

  20年度  ５件   ３件  ４件  ８件 １件 ２５件   ４６件 

    

(5)  相談・支援体制の充実 

   交流推進員及び交流企画員を中心に，外国人等の生活相談，国際交流に係る相談に適切に応じられる

よう，職員の専門知識の習得やカウンセリング技術の向上に努めた。 

 

２ 異文化交流の促進 

(1)  外国人による日本語スピーチコンテストの開催（平成１８年度開始） 

    各種国際交流団体と連携して県内在住外国人によるスピーチコンテストを開催し，国籍や文化の違いを

越えた相互理解及び国際交流を深める機会とした。なお，平成２０年度は，クレアの助成事業として実施

した。 
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年度 区分 開催期日 出場者 出場者出身国・地域 

平成 

１８ 

年度 

予選 平成19年 1月13日（土） １８名 中国，韓国，イギリス，インドネシア，

ベトナム，パキスタン，バングラデシ

ュ，ブラジル，台湾，インド 

本選  平成19年 1月20日（土） １０名 中国，韓国，インドネシア，ベトナム，

パキスタン，インド 

 

１９ 

年度 

予選 平成20年 1月 6日（日） ２９名 中国，韓国，台湾，インドネシア，ブラ

ジル，ペルー，ドイツ，フィリピン，マ

レーシア，カナダ，タイ，アメリカ，タ

ンザニア 

本選 平成20年 1月14日（月） １０名 中国，韓国，インドネシア，タイ，マレ

ーシア，アメリカ 

 

２０ 

年度 

予選 平成21年 1月10日（土） ３１名 中国，韓国，台湾，インドネシア，マレ

ーシア，タイ，ミャンマー，モンゴル，

カナダ，イギリス，アメリカ 

本選 平成20年 1月17日（土） １０名 中国，韓国，ミャンマー，カナダ，イギ

リス，アメリカ 

  

(3) 在住外国人によるかごしま写真コンテストの開催（単年度開催） 

在住外国人が地域社会の一員として県民とともに暮らす中で感じたことなどを写真を通して

発表し，国籍や文化の違いを越えた相互理解・国際交流を深め，多文化共生の社会づくりを図

った。なお，鹿児島大学留学生会と同時主催とした。 

年 度 応募期間 テーマ 
応募件数 

（枚） 
出身国・地域 

平成20年度 平成21年 

1月20日 

～3月6日 

・旅行 

・驚き 

・私のベスト

ショット 

129枚 中国，カナダ，イギリス，フィリ

ピン，パキスタン，韓国，マレー

シア，アメリカ，シンガポール，

オーストラリア，タンザニア，ケ

ニア，ニュージーランド，台湾，

ミャンマー，エジプト，アイルラ

ンド 

                 

(4) 県国際交流員等による文化講座等の開催（再掲） 

県国際交流員や在住外国人による外国の文化紹介や異文化体験等を通して，県民の国際理解を促進す

るとともに，多文化共生の地域づくりへの関心を高めた。  

 

(5)  国際交流プラザでの交流促進 

   来訪者同士の自由な交流（平成２年度開始） 

   国際交流プラザを訪れる外国人と県民とが気軽に談笑したり，情報や意見交換を行うなどの

自由な交流を楽しむ場を提供した。 

   また，伝言板を設置して，イベント・不要品交換などの情報交換の場を提供した。 
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第４   国際協力の推進 
 

１ 留学生への支援 

(1)  研究活動費の助成（平成３年度開始） 

   一定の条件を満たす留学生の学会等への出席などの研究活動を支援するため，旅費等の研究

活動費の助成を行った。 

年 度 対象者 助 成 金 

平成18年度     １名 ３０千円 

  19年度     ８名 ２３２千円 

  20年度     ０名 ０千円 

 

(2)  留学生の交流活動への支援（平成５年度開始） 

   東文子・外国人留学生活動等支援事業会計を活用し，留学生会等が主催する国際交流・理解

事業等に要する経費の助成を行うなど，留学生の交流活動等への支援を行い，国際交流・理解

をさらに促進した。 

  ア 外国人留学生交流活動事業助成金  

年 度 件 数 金 額 

平成17年度  １件 １００千円 

  18年度  １件 １００千円 

  20年度  １件 １００千円 

 

イ 留学生会等への支援  

年 度 件 数 金 額 

平成18年度  ９件 ５９千円 

  19年度  ２件 ８千円 

  20年度  ２件 ８千円 

  

ウ 東文子・外国人留学生活動等支援事業 

年 度 件 数 金 額 

平成18年度  ４件   ９７５千円 

  19年度   ２件     ３２４千円 

  20年度   ２件     ３８７千円 

 

(3)  留学生支援資金貸付制度の運営（平成１０年度開始） 

   留学生が，生活費，住宅費，医療費，学費等で一時的・臨時的に多額の出費を必要とする場

合に，無利息で資金の貸付を行った。 

年 度 貸付件数            貸 付 額          

平成18年度 ４件 ４００千円 

  19年度 ７件  ７００千円 

  20年度 ３件  ３００千円 



 
１８ 

 

(4)  留学生住宅確保支援事業（平成１３年度開始） 

 留学生が住居を賃借する際に，当協会が賃貸契約の連帯保証人として機関保証することによ

り，留学生の円滑な住宅確保を図った。 

年 度 件 数 

平成18年度 １４件 

  19年度 １３件 

  20年度 １５件 

 

(5)  各大学等留学生担当者意見交換会の開催（平成１８年度開始） 

 留学生に関する情報交換や支援のあり方等について，各大学等留学生担当者との意見交換会

を実施し，連携を深めた。 

    開 催 日 参加者 開催場所 

 平成18年４月28日（金） １４名 

かごしま県民交流センター  平成19年４月25日（水） １７名 

 平成20年４月22日（火） １７名 

 

(6)  留学生のための生活ガイドブックの発行 

 日本語や日本の生活習慣等に不慣れな新入学の留学生が，戸惑うことなく安心して鹿児島で

の生活を送ることができるよう，「留学生のための生活ガイドブック」を発行した。 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 

 ６００部  １５０部 ７５０部 

                        

２ 国際協力に対する理解の促進 

(1)  青少年国際協力体験事業の実施（再掲） 

   鹿児島県青年海外協力隊を支援する会及び青年海外協力隊鹿児島県ＯＢ会と連携し，県内の

中・高校生等にアジアにおける国際協力の現場を体験させる事業を，市町村や企業・団体の協

力を得ながら実施した。 

クレアの助成事業として実施した。 

 

３ 国際協力機関等との連携 

(1)  独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）    

 国際協力推進員の配置（平成８年度から） 

独立行政法人国際協力機構との連携により，協会内に国際協力推進員を配置し，国際協力等に関する

情報提供や相談等に応じた。 

【国際協力に関する情報提供，相談】 

年 度 開発教育 ＮＧＯ 
その他の 
国際協力 

合  計 

平成18年度  ７６件 １８件 ２４７件 ３４１件 

    19年度   ７７件   １２件  ２３５件 ３２４件 

    20年度   ６５件   １０件  ２４０件 ３１５件 

 

(2)  財団法人国際協力推進協会（ＡＰＩＣ） 

「国際協力プラザコーナー」の設置（平成１０年度開始） 
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ＡＰＩＣから提供される国際協力に関する情報提供を行った。（パンフレット，書籍，

ビデオ等） 

 

(3)  財団法人日本ユニセフ協会 

 子供向け，学校向けのユニセフ視聴覚教材を揃え，貸出を行った。 

ユニセフビデオの貸し出し（平成６年度開始）    

平成18年度 平成19年度 平成20年度 

２３件 ２１件 １４件 

 

(4)  在外県人会の育成 

ア 活動の支援（昭和６２年度開始） 

    在外県人会が行う移住者の援護指導，消息不明者の調査，移住者の実態調査，県人子弟の育

成・指導，母県との交流などの活動を支援するため，これらの業務を県人会に委託した。 

  委託先：ブラジル，アルゼンチン，ペルー，パラグアイ鹿児島県人会 

 

イ 郷土情報の提供（昭和６２年度開始） 

    在外県人会並びに県出身者に対して，グラフかごしま，県政かわら版，かごしまＮＯＷ等を定

期的に送付し，郷土情報の提供を行った。 
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第５ 協会体制の確立 
 

１ 管理運営の充実 

(1)  国際交流プラザの運営（平成２年度開始） 

   「国際交流プラザ」の運営について，県の委託を受けて，県民や在住外国人等をはじめ

関係団体等に幅広く利用されるよう各種のサービスの提供に努めた。 

ア 国際交流プラザ入館者数・会議室利用件数 

年 度 入 館 者 数               会議室利用件数 

平成18年度 ４２，４１５名 ２３０件 

   19年度 ４０，１３５名 ２５８件 

  20年度 ４５，０８３名 １９９件 

    

イ 国際交流プラザの施設 

     設置年月：平成２年７月（平成１５年４月移転） 

     施設総面積：４３３．４６㎡（移転前１９３．０８㎡） 

     施設の内容：交流サロン，情報資料コーナー(図書類,ビデｵ)，研修施設(会議室)，メッセージ

ボード 

 

(2)  旅券業務の遂行（昭和６２年度開始） 

   県の委託を受けて，旅券の申請受付・作成・交付の業務を行った。 

年 度 旅券交付件数        取 扱 事 務 所                        

平成18年度  ３２，９４５件  
かごしま県民交流センター内パスポート窓口， 
地域振興局（南薩，北薩，姶良・伊佐，大隅）， 
支庁（熊毛，大島）， 
事務所（屋久島，瀬戸内，喜界，徳之島，沖永良部） 

  19年度  ２９，７５３件  

20年度  ２８，３８９件  

 

２ 組織機構の拡充強化 

  新しい時代感覚と複雑多様化する国際交流・協力事業を円滑適切に遂行していくため，各

種の研修等による職員の資質の向上に努めた。 

年 度 研  修 実施期間 実施場所 

平成19年度 旅券事務担当者実務研修 平成19年５月25日 鹿児島市 

地域国際化協会職員国内研修会(事業担当者向け) 平成19年７月５日～６日 東京都 

多文化共生社会対応コース研修 平成19年８月27日～31日 滋賀県 

地域国際化協会職員国内研修会(管理担当者向け) 平成19年８月30日～31日 東京都 

災害対策事例説明会 平成19年９月７日 大分県 

地域国際化協会職員国内研修会(事業担当者向け) 平成19年12月13日～14日 東京都 

20年度 旅券事務担当者実務研修 平成20年５月16日 鹿児島市 

外国人住民相談相互支援システム利用研修会 平成20年６月20日 福岡県 

地域国際化協会職員国内研修会(事業担当者向け) 平成20年７月９日～10日 東京都 

多文化共生社会対応コース研修 平成20年８月25日～29日 滋賀県 

地域国際化協会職員国内研修会(管理担当者向け) 平成20年９月11日～12日 東京都 

地域国際化協会職員国内研修会(事業担当者向け) 平成20年12月11日～12日 東京都 
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３ 財源基盤の確立 

(1)  基本財産の適切な運用と事業推進に必要な財源確保に努めた。 

  

(2) 地域国際化協会等先導的施策支援事業の実施（平成９年度開始） 

   財団法人自治体国際化協会の助成を受け，先導的施策支援事業を実施した。 

年 度 事 業 名                   助成金の額 

平成18年度 国際子供フェスティバル １，５１０千円 

  19年度 国際理解プログラム事業 ７００千円 

  20年度 かごしま国際交流フェスティバル事業 １，４２０千円 

 

(3)  地域国際化施策支援特別対策事業の実施（平成１９年度開始） 

財団法人自治体国際化協会の助成を受け，地域国際化施策支援特別対策事業を実施した。 

年 度 事 業 名                   助成金の額 

平成19年度 在住外国人と日本人のための異文化理解講座 ９００千円 

  20年度 在住外国人と日本人のための異文化理解講座 ４００千円 

 

 

 

 


